
　ＣＳＲリポート２０１２のテーマは「歩みを、共に」です。この言葉には、持続可能な社会の実現に
向けて地域の皆さまと共に歩んでいきたい、との思いが込められています。
　今年で１２年目を迎える本リポートには、地域の皆さま、役職員と共に築き上げてきた滋賀銀行
のＣＳＲの歴史が刻まれています。一歩ずつ着実に積み上げたＣＳＲの取り組みと、その思いを、
わかりやすく記載できるよう努めました。
　本リポートを通じて、お客さまとのコミュニケーションを更に深めていきたいと考えています。
皆さまのご意見をお待ちしております。

　「CSRリポート2007」に「社外の評価・意見」を求められてから5年が経ちました。リポート2007とリポート
2012を比べると、滋賀銀行のCSRの進化の軌跡が鮮やかに読み取れます。
　先ずはリポートづくりの進歩です。目に優しい色調と読みやすいレイアウトは多くの読者を引き付けるに違い
ありません。多くの方々に読んでいただくことがリポートの使命ですからとても良いことです。とはいえ、中身が
肝心です。ここで紹介されている事例は実に豊富でその多様性には驚かされます。
　その多様性は貴行のCSRの進化の証ですが、総花的なそれではなく、常に大事にするものと、時代の要請に柔軟に
対応する新しさとのバランスが生み出す多様性です。昔から変わらぬものと言えばあの行是「自分にきびしく 人に
は親切 社会につくす」です。この行是があるからこそ貴行のCSRに一本の筋が通り「安心と信頼」が生まれます。
　無論、次々と生まれる「滋賀の魅力発信ファンド」や「地産地融」など新しい金融サービスも魅力ですが、注目
されるのはステークホルダーとの「共存共栄」の「共」の部分の進化です。一企業として自らを律しその社会的責任
を果たすという立場から、一歩前に踏み出し、社会に共に行動しようと強く働きかける姿勢です。その事はトップ
メッセージの中で、地域の皆さまと「手をたずさえて」「地域金融機関の本質的役割を果たす」という頭取の決意
によく表れています。
　この5年間の足跡は数多くの受賞をもたらしました。「クリーンバンクしがぎん」の面目躍如たるものがあります。
他の金融機関に先駆けて時代の要請を受け止め、先駆者として果敢に道を拓いてきたリーダーシップに改めて
敬意を表します。
　さて、CSRが目指す持続可能な社会はまだまだです。むしろ、地球温暖化を始め多くの地球規模の問題は深刻さ
が増すばかりです。人類と生き物にとってかけがえのない地球が今にも壊れそうな危機的状況にあります。そう
した中、地球を守る戦いは社会の総力戦になってきました。5年前に「金融という社会のインフラ」を活かして社会的
責任を果たしてほしいとお願いしましたが、その金融の責任は一段と高まっています。CSRの先頭を走ってきた
貴行が持続可能な社会の「本当の実現」に向けてその力を存分に発揮されることを心から期待しています。
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